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就実大学表現文化学会会則
制定　昭和54年４月１日
改正　平成15年４月１日

平成28年４月１日
令和６年11月30日

第１条　本会は就実大学表現文化学会と称し，所在地は岡山市中区西川原一丁目６番１号とする。
第２条　本会は広く日本語学，日本文学，表現創造及び国語教育等に関する研究啓発をはかり，あわ

せて会員相互の親睦をはかることを目的とする。又国語教育部会を設ける。
第３条　本会は就実大学人文科学部表現文化学科教育職員，旧日本文学科及び表現文化学科卒業生，

表現文化学科学生，国語教育等に携わる者及び本会の趣旨に賛同するものによって構成される。
第４条　本会の会員は一般会員，卒業生会員及び維持会員とする。
　　　　ただし，維持会員の諸権限は一般会員と同等とする。
第５条　本会は第２条の目的を達成するために次の事業を行う。
　一　機関誌「就実表現文化」の発行
　二　会報の発行
　三　研究発表会及び講演会の開催
　四　公開講座の企画・運営
　五　中等・高等国語教員の情報交換と交流
　六　その他
第６条　本会に次の役員をおく。
　一　会長１名（表現文化学科科長がこれにあたる）
　二　評議員若干名
　　　評議員は総会において，第３条に規定する構成員の中から選出する。
　　　評議員は，評議員会を構成し，重要な事項の審議にあたり，事務を執行する。
第７条　評議員の任期は１年とする。
　　　　ただし，再任は妨げない。
第８条　総会は会長が招集し，毎年１回これを開く。
　　　　ただし，評議員会が必要と認めたとき，会長は臨時総会を招集することができる。
第９条　総会の決議事項は，出席者の過半数の賛同によって決議する。
第10条　本会の経費は会費その他の収入をもってこれに充てる。
第11条　会費は年額1,000円とする。
　　　　ただし，維持会員の会費は年額3,000円とする。
　　　　卒業生会員には会費を課さない。
第12条　本会の会計年度は４月１日から翌年３月末日までとし，定例総会において会員に報告し，そ

の承認を得るものとする。
第13条　会則変更を必要とする場合は，評議員会において審議し，総会の承認を経なければならない。
第14条　この会則に定めるもののほか，必要な事項は評議員会，総会で審議し，決定する。

　　　附　則
１　この会則は，昭和54年４月１日から施行する。
２　この改正会則は，改正の日から施行する。


